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２年以上の助成枠などがあるとより安定した海外での研究を行えると思います。
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成果の概要／西村周泰 
 
	 平成 27 年度、京都大学財団在外長期助成を受け、平成 27 年 7 月１日からス
ウェーデンストックホルムにあるカロリンスカ研究所の Ernest Arenas教授の研
究室に移り、現在も研究を続けている。ここでは、この一年間の成果を報告す

る。 
 
１）発生過程を再現したヒト ES細胞からドパミン神経誘導法の立ち上げ  
	 カロリンスカ研究所は、ヒト ES細胞を樹立している研究機関であり、既存の
ヒト ES細胞株を含め、ヒト ES細胞を潤沢に使うことができる。まず京都大学
iPS 細胞研究所で培ったヒト多能性幹細胞の維持培養および中脳ドパミン神経
誘導方法のセットアップを行った。また従来の方法では、誘導培地中に異種因

子を含んでいたが、今回の改良で異種因子を含まない培地を用いる誘導方法を

確立できた。さらに留学先である Ernest Arenas研究室で得られた因子を用いる
ことで、中脳ドパミン神経への誘導効率のわずかながら向上させることに成功

した。 
 
２）ヒト ES 細胞からドパミン神経誘導過程とヒト中脳発生過程における
RNA-seqを用いた単一細胞レベルでの比較解析  
	 共同研究により、ヒト発生過程における中脳腹側組織とヒト ES細胞から誘導
したドパミン神経を時系列に沿って単一細胞レベルで RNA-seq 解析を行った。
本解析から、ヒト発生過程における中脳ドパミン神経とヒト ES細胞由来ドパミ
ン神経の経時的な遺伝子発現変化とその相違点が単一細胞レベルで明らかとな

った。特に、ヒト中脳発生過程におけるドパミン神経およびその前駆細胞の新

たなポピュレーションを見出すことに成功した。 
 
３）上記比較解析より得られた中脳発生における重要な転写因子の同定と

機能解析  
	 ヒト中脳発生過程における RNA-seq 解析から、ヒト中脳ドパミン神経の分化
および運命決定に重要と思われる転写因子を６遺伝子特定した。また本遺伝子

の発現レベルを、１）で立ち上げたヒト幹細胞からドパミン神経への誘導過程

において確認したところ、十分な発現レベルに達していないことが確認できた。

すなわち、これらの遺伝子発現を適切な時期に発現を促すことで、サブタイプ

特異的な中脳ドパミン神経への運命決定が可能であることと考えている。 
 
 



過去１年間における研究成果は上記の通りである。今後は、上記で得られた転

写因子の解析を行い、より発生過程を忠実な中脳ドパミン神経の誘導、特に中

脳ドパミン神経の個別の細胞群の運命決定法の開発に取り組む予定である。 
 
留学先の環境について  
１）スウェーデン・ストックホルムについて  
	 スウェーデンは緯度が高いこともあり、夏は涼しくて日が長く、冬は寒さが

厳しく日が短い独特の気候です。英語圏ではありませんが、ほとんどのスウェ

ーデン人は、流暢に英語を話すことができるので、買い物等や一般生活の立ち

上げもスムーズに行うことができました。治安は良く、地下鉄やバスが非常に

発達しているので移動には便利ですし、日本のように混み合うこともありませ

ん。自然や公園が町中に点在し、幼稚園も充実しているので、子どもたちにと

ってもよい環境だと思います。一方で、社会福祉を支えるために税率は高く設

定されています。また物価自体も高く感じます。消費税は、25%（生活必需品は
12%）です。また住宅事情も悪く、物件を探すもの一苦労でした。 
 
2）カロリンスカ研究所について  
	 カロリンスカ研究所は、ノーベル生理学医学賞の選考機関であり、選考結果

の発表も学内の建物で行われます。私が在籍中の 2015年は大村智先生が受賞さ
れ、私自身もその瞬間を目の当たりにすることができました。また生理学医学

賞の受賞講演（ノーベルレクチャー）も学内で行われるので、楽しいノーベル

ウィークを過ごすことができました。 
	 カロリンスカ研究所には、ヨーロッパを中心に世界各地から人が集まってき

ます。私が在籍している研究室もスウェーデン人は 1 人だけで、あとはスペイ
ン、イタリア、ギリシャ、オランダ、チェコ、チリ、インド、中国などの出身

者でした。世界各地から人が集まり、多様な価値観をぶつけ合い、お互いに良

いところを伸ばしながら研究を発展させ、新しいサイエンスを拓いていく過程

を目の当たりにできました。日本とはまた違った研究環境に刺激的な毎日を過

ごすことができました。 
 
最後になりましたが、今回の留学にあたり、貴重な助成をして頂いたおかげで、

研究環境および生活環境を早期に整えることができました。今回の助成をして

くださいました京都大学教育研究振興財団に感謝を申し上げます。 
 
平成 28年 7月１日 
西村周泰 


